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次期月探査計画における月面天測望遠鏡（ILOM）の開発－光学系と駆動系の評価
Development of a Telescope for In-situ Lunar Orientation Measurements (ILOM) in the
next Lunar Exploration - Evaluation
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月の回転を１ミリ秒角以下の精度で観測して、月の中心核の状態を調べることを目標とした月面天測望遠鏡（ILOM:
In-situ Lunar Orientation Measurements）計画を「かぐや」に続く次期月探査計画に搭載されることを提案している。ILOM
計画では、月面に設置される位置天文観測用の写真天頂筒（PZT）で多数の星の位置を１年以上にわたって観測し、望遠
鏡の視野内の星の位置の予測値とのずれから月の回転変動を 1ミリ秒角 (mas)以下の精度で求める [1]。月のコアの物性
（流体核かどうか等）と関連する回転パラメータの振幅は、最大数masの振幅を持っているので [2]、少なくとも 1mas以
下の精度が必要である。

私達は、すでに望遠鏡の試作機を開発し、高真空、大きな温度変化、およびレゴリスダストのある月の環境と同様な
条件の下で光学系と駆動装置の性能を知るためにいくつかの実験を行った。

望遠鏡が温度変化を受けた場合の星像位置への影響を調べるために、光線追跡プログラムによってシミュレーションを
行った。一様な温度変化を受けた時の星像中心の変位は、原点からの距離に比例する系統的なパターンを示すので、熱
膨張を表す１次式で近似した結果、残差は 1ミリ秒角以下の精度で補正できた。水平、垂直方向の温度勾配がある場合
には、一様な場合の変位に加えて、一方向の変位を生じるので、より複雑なモデルで補正することが必要である。

鏡筒の駆動機構の月面環境での駆動性能を調べるために、モーターとギアを真空対応にして、真空環境で駆動性能を
調べた。到達真空度は 3Paで、8時間と 29時間の連続駆動を行った。真空試験後のモーターの性能を調べた結果、モー
タ付近の温度が上昇していた。実際の ILOM の観測ではこのような長時間の連続駆動は想定していないので、大きな温
度上昇の可能性は低いが、他の機器への応用等を考慮して、温度上昇と運用条件の関係を求める必要がある。
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